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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

C O N T E N T S

子育て・教育
・本町の子ども・子育て支援体制を問う
  長坂　知泰 P15

くらし
・町運行バス「う・ら・ら」のダイヤ改正について
  間瀬　宗則 P13
・ライドシェアの導入検討の考えは
  間瀬　宗則 P13
・循環型社会を目指して 赤川　操恵 P14
・魅力ある東浦町を知ってもらうための
　発信（PR）について 森　　靖広 P15
・カーボン・ニュートラルを見据えた
　取り組みについて 森　　靖広 P15
・「広報ひがしうら」の全戸配布を求めます。
  山田　眞悟 P16
・町広報紙「広報ひがしうら」による
　情報等伝達力の充実を 北野　興地 P17

その他
・本町の持続可能な行財政運営について
  久松　純志 P14

安全・安心
・住民の命を守る防災・減災対策について
  秋葉富士子 P13
・災害時の避難所について 赤川　操恵 P14
・令和６年能登半島地震発生から本町の
　防災・減災の現状を問う。 久松　純志 P14
・子育て支援センター「うららん」を妊産婦用の
　福祉避難所に指定することについて
  大川　　晃 P16
・「災害時にも安心・安全なまちへ」町長の
　アップデート実践に向けての提起。
  山田　眞悟 P16
・防災対策の充実・強化を 北野　興地 P17
・防災・減災の実効性ある対応を求めて
  杉下久仁子 P17

健康・福祉
・「認知症にやさしいまち」を目指して
  秋葉富士子 P13
・知多半島、みんなでお産を見直さん？
  大川　　晃 P16
・「敬老事業」の復活を求めます。
  山田　眞悟 P16

　各議員の記事に掲載の
二次元コードを読み込むと、
その議員の一般質問の様
子を動画でご覧いただけま
す。ぜひ、ご視聴ください!

町政を問う！
３月４日・５日一般質問

一般質問とは？
　皆さんの生活に関わる大切な事柄について、
議員が提言も含めて町に考えを聞きます。
　今回の一般質問で、あなたの生活に関わる
内容はありますか？

16人中10人が登壇

YouTube にて議会映像 配信中！



一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

秋秋
あ き ばあ き ば
葉葉富富

ふ じ こふ じ こ
士子士子

議員議員

間間
ま せま せ
瀬瀬　　宗宗

むねのりむねのり
則則

議員議員

①車中泊避難…災害時に避難所ではなく車を避難先とすること語句
説明

名
鉄
巽
ケ
丘
駅
へ
乗
り
入
れ
を
予
定

A 「
う
・
ら
・
ら
」の

ダ
イ
ヤ
改
正
は

Q令
和
６
年
10
月
に
予
定
し
て
い
る
ダ

イ
ヤ
改
正
の
主
な
変
更
点
は
。

運
行
ル
ー
ト
の
変
更
と
バ
ス
停
の
増

設
、
車
両
を
変
更
。
運
行
ル
ー
ト
は
環
状

線
を
東
ヶ
丘
線
と
平
池
台
線
に
分
け
、
新

た
に
巽
ケ
丘
駅
や
知
北
平
和
公
園
へ
乗
り

入
れ
を
予
定
。
そ
れ
に
伴
い
バ
ス
停
も
増

設
す
る
。
車
両
に
つ
い
て
は
小
型
車
両
を

廃
止
、
中
型
バ
ス
を
１
両
増
や
す
。

町
運
行
バ
ス「
う
・
ら
・
ら
」の
巽
ケ

丘
駅
へ
の
乗
り
入
れ
は
、
知
多
バ
ス
が

運
行
し
な
い
平
日
昼
間
帯
だ
け
の
運
行

に
な
る
の
か
。

平
日
と
休
日
の
知
多
バ
ス
運
行
時
間

QAQA

を
問
わ
ず
乗
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

知
北
平
和
公
園
乗
り
入
れ
方
法
は
。

公
園
を
利
用
さ
れ
る
主
な
時
間
帯
に

限
っ
て
乗
り
入
れ
を
検
討
し
て
い
く
。

現
行
ダ
イ
ヤ
の
環
状
線（
右
回
り
）で

午
前
９
時
台
の
運
行
バ
ス
が
な
い
問
題

は
ダ
イ
ヤ
改
正
で
解
消
さ
れ
る
の
か
。

多
く
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
優
先

的
に
運
行
空
白
時
間
帯
を
解
消
し
た
い
。

「
う
・
ら
・
ら
」の
運
賃
の
考
え
は
。

物
価
高
騰
等
の
影
響
で
経
費
は
大
幅

に
増
加
し
て
お
り
、
地
域
公
共
交
通
会
議

で
検
討
し
て
い
く
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
検
討
の
考
え
は

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
を

使
っ
て
有
料
で
人
を
運
ぶ「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」導
入
検
討
の
考
え
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協
力
し
、
送
迎
の

し
く
み
づ
く
り
に
取
り
組
む「
ウ
ラ
・
う

ら
ら
」と
と
も
に
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

QAQAQAQA

▲令和６年度ダイヤ改正（案）概略路線図
（令和５年度地域公共交通会議資料）

次
回
の
更
新
時
に
導
入
準
備

A 乳
児
の
た
め
液
体

ミ
ル
ク
の
備
蓄
を

Q車
中
泊
避
難
①
所
の
水
・
食
料
の
備
蓄

と
ト
イ
レ
の
状
況
は
。

水
・
食
料
の
備
蓄
品
は
避
難
者
自
身

の
家
庭
内
備
蓄
を
基
本
と
し
て
お
り
、
必

要
に
応
じ
て
最
寄
り
の
避
難
所
に
登
録
の

上
、
配
給
等
を
受
け
て
も
ら
う
。

　
ま
た
ト
イ
レ
の
状
況
は
、
各
避
難
所
隣

接
敷
地
内
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
大
規

模
地
震
発
災
後
の
公
共
下
水
道
の
使
用
の

可
否
や
汲
み
取
り
ト
イ
レ
の
貯
留
量
に
限

り
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
車
中
泊
避
難
の

ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
避
難
者
が
持
参
し
た

ト
イ
レ
処
理
セ
ッ
ト
の
使
用
を
想
定
し
て

い
る
。

QA

平
時
で
の
社
会
福
祉
施
設
と
地
域
と

の
連
携
推
進
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

社
会
福
祉
施
設
や
地
域
を
は
じ
め
、

同
じ
地
域
で
共
存
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
組
織

や
住
民
と
の
連
携
は
必
要
不
可
欠
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
双
方
が
参
加
す
る

防
災
訓
練
の
実
施
等
、
平
時
か
ら
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
の
機
会
創
出
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て

認
知
症
の
方
の
社
会
参
加
活
動
を
促

す
取
り
組
み
は
。

東
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
認
知
症
の
方
や

引
き
こ
も
り
の
方
等
が
調
理
、
配
膳ぜ
ん

と

い
っ
た
自
ら
の
役
割
を
持
っ
て
活
動
す
る

場
と
し
て「
幸
福
屋　

ミ
ン
ナde

カ

レ
ー
ラ
イ
ス
」を
毎
月
１
回
実
施
し
て
お

り
、社
会
参
加
の
場
と
な
っ
て
い
る
。「
社

会
参
加
」「
役
割
」「
生
き
が
い
」を
作
り
出

す
場
と
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
実
施
し

た
い
。

QAQA

▲車中泊避難場所指定の北部グラウンド等駐車場
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①臨時財政対策債…地方財政収支の不足額を補うために発行される国の債券
②財政調整基金…景気悪化による税収減、災害発生等に備えるための貯金

語句
説明

同
行
避
難
を
原
則
と
し
て
い
る

A ペ
ッ
ト
の避

難
に
つ
い
て

Q災
害
時
の
避
難
所
に
つ
い
て

避
難
所
開
設
の
手
順
は
。

震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
直
ち
に
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
住
民
へ
の
避
難
広
報
を
す
る
。
町
職

員
や
各
自
主
防
災
会
役
員
等
が
避
難
所
に

参
集
し
、
安
全
点
検
を
行
い
、
安
全
確
認

が
で
き
た
う
え
で
避
難
所
を
開
設
す
る
。

避
難
所
利
用
者
登
録
票
の
事
前
記
入

へ
の
見
解
を
伺
う
。

円
滑
か
つ
効
率
的
な
受
付
に
つ
な
が

る
と
認
識
し
て
い
る
。

避
難
所
運
営
に
女
性
や
外
国
人
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
考
え
は
。

QAQAQ

避
難
所
運
営
委
員
会
の
構
成
員
に
女

性
の
割
合
を
３
割
以
上
、
会
長
、
副
会
長

の
い
ず
れ
か
に
女
性
を
選
出
す
る
よ
う
努

め
る
。
日
本
語
が
理
解
で
き
る
方
に
通

訳
・
翻
訳
や
情
報
支
援
等
の
運
営
協
力
を

推
奨
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
を
し

た
ル
ー
ル
作
り
や
運
営
に
つ
な
げ
た
い
。

ペ
ッ
ト
避
難
に
対
す
る
備
え
等
、
周

知
の
取
り
組
み
は
。

町
防
災
マ
ッ
プ
、
啓
発
チ
ラ
シ
、
狂

犬
病
予
防
注
射
の
実
施
時
等
で
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
情
報
発
信
、
周

知
啓
発
活
動
の
充
実
に
取
り
組
む
。

被
災
動
物
の
応
急
手
当
、
保
護
・
管

理
等
、
動
物
救
護
活
動
の
取
り
組
み
は
。

愛
知
県
が
関
係
団
体
等
と
連
携
し
対

応
す
る
。
日
頃
の
活
動
や
動
物
関
連
イ
ベ

ン
ト
、
防
災
訓
練
等
を
通
じ
て
連
携
体
制

の
強
化
に
取
り
組
み
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】　

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て

AQAQA

▲いざという時の為に備えよう

財
源
確
保
と
使
用
料
見
直
し
等
実
施

A 本
町
の
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
は

Q金
利
上
昇
に
対
す
る
財
政
の
備
え
は
。

借
り
入
れ
て
い
る
起
債
に
つ
い
て
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
①
以
外
の
金
利
は
償
還
ま

で
固
定
、
金
利
上
昇
し
て
も
影
響
は
な
い
。

財
政
面
で
改
善
す
べ
き
点
は
。 

財
政
調
整
基
金
②
の
繰
り
入
れ
と
起
債

に
頼
ら
な
い
予
算
編
成
を
行
う
こ
と
。
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適

正
な
受
益
者
負
担
の
た
め
使
用
料
の
見
直

し
等
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
。

定
員
管
理
計
画
は
効
率
化
・
合
理
化

等
を
含
め
た
計
画
か
。

定
員
の
管
理
は
、
単
に
職
員
数
の
削

減
だ
け
で
な
く
、
事
業
内
容
を
踏
ま
え
職

員
数
を
増
加
す
る
等
、
適
正
な
職
員
数
を

QAQAQA

配
置
す
る
こ
と
が
重
要
。
令
和
５
年
度
見

込
数
は
保
育
士
を
除
い
た
職
員
数
２
９
２

人
に
対
し
、
実
職
員
数
は
２
８
９
人
で
３

人
、
保
育
士
１
４
３
人
に
対
し
、
実
職
員

数
１
３
５
人
で
８
人
、
合
計
11
人
下
回
っ

て
い
る
。

助
成
金
や
補
助
金
等
の
利
用・活
用
す

る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

本
町
が
各
事
業
を
展
開
す
る
に
当
た

り
、
国
や
県
の
補
助
金
等
の
活
用
は
必
須

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
・

県
の
施
策
・
制
度
を
把
握
し
、
対
象
事
務

の
漏
れ
が
な
い
よ
う
掌
握
し
、
財
源
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
。

　
町
長
や
副
町
長
が
先
頭
に
立
ち
、
国
や

県
に
対
し
て
現
時
点
に
お
け
る
地
域
課
題

を
提
起
し
、
町
単
独
、
ま
た
は
、
同
じ
課

題
を
持
つ
市
町
村
と
連
携
し
て
、
新
た
な

補
助
金
等
を
作
っ
て
も
ら
う
等
、
国
や
県

に
直
接
要
請
し
て
い
く
。

　
【
そ
の
他
の
質
問
】　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
発
生
か
ら
本
町

の
防
災
・
減
災
の
現
状
を
問
う
。

QA

赤赤
あかがわあかがわ
川川　　操操

み さ えみ さ え
恵恵

議員議員

久久
ひさまつひさまつ
松松　　純純

た だ した だ し
志志

議員議員
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①リフレッシュ保育…保護者の育児に伴う心理的・肉体的負担の解消を目的とした一時保育
②パークアンドライド…自宅から最寄りの駅や停留所、目的地の手前まで自動車で行って駐車し、そこから公共交通機関を利用して目的地まで移動する方法

語句
説明

民
営
化
移
行
を
選
択
肢
と
す
る

A 町
立
保
育
園
の

今
後
の
運
営
方
針
は

Q子
ど
も
・
子
育
て
支
援
体
制
を
問
う

本
町
の
児
童
虐
待
件
数
の
増
加
傾
向

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
や
全
国
的
な
児
童
虐
待
の
関
心
の
高
ま

り
か
ら
増
加
し
た
と
分
析
し
て
い
る
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
①（
一
時
的
保
育
）

の
利
用
急
増
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
る
か
。

石
浜
地
区
に
新
設
し
た
民
間
保
育
所

あ
し
た
が
す
き
保
育
園
に
お
い
て
受
け
入

れ
定
員
数
が
増
え
た
こ
と
や
、
保
護
者
が

精
神
的
、
肉
体
的
に
育
児
疲
れ
の
解
消
を

求
め
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

QAQA

本
町
の
町
立
保
育
園
に
対
す
る
今
後

の
運
営
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

社
会
情
勢
の
変
化
や
多
様
化
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
で
効
率

的
な
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
財
政

面
と
人
材
面
等
か
ら
町
立
保
育
園
の
み
で

持
続
可
能
な
保
育
園
運
営
を
提
供
し
続
け

る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

民
間
保
育
所
が
参
入
し
て
い
る
他
市

町
で
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
も
迅
速
に

対
応
で
き
、
保
護
者
の
選
択
肢
も
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
民
間
保
育
所
を
活
用

す
る
こ
と
で
運
営
費
と
施
設
建
設
費
の

国
庫
補
助
等
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。

　
今
後
は
、
町
立
保
育
園
の
民
営
化
を
進

め
る
こ
と
を
選
択
肢
と
し
、
町
立
保
育
園

と
民
間
保
育
所
の
役
割
や
町
の
考
え
方
を

整
理
す
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
う
え
で
、

民
営
化
等
の
移
行
を
進
め
る
た
め
の
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
町
立
保
育
園

と
し
て
残
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役

割
を
も
っ
た
運
営
方
針
を
決
め
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

QA

▲本町の児童虐待件数

出典：ひがしうらの児童福祉 令和4年度、５年度 実務者会議検討件数ベース

0
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

43人
50人

75人
85人

20

40

60

80

100
(人)

記
者
説
明
を
定
期
的
に
検
討
す
る

A 魅
力
あ
る
東
浦
町
の

発
信
方
法
は

Q本
町
に
は
継
続
的
に
情
報
発
信
し
続

け
ら
れ
る
仕
組
み
は
あ
る
か
。

本
町
で
運
用
、
管
理
を
行
っ
て
い
る

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
各
種

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
と
比
較
し

サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
等
の
リ
ス
ク
が
な
く
、

安
定
し
た
運
用
が
見
込
め
る
た
め
、
継
続

的
な
仕
組
み
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
認
識
。

発
信
し
て
い
る
ツ
ー
ル
と
し
て
主
に

媒
体
は
何
を
使
い
運
用
し
て
い
る
か
。

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
媒
体
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
公
式LIN

E

、
町
公

式
ⅹ
、
町
公
式YouTube

、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
番
組
配
信
、
地
域
情

報
誌
に
寄
稿
す
る
コ
ラ
ム
発
信
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
の
掲
載
等
が
あ
る
。

効
果
的
な
情
報
の
あ
り
方
で
、
特
定

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
向
け
た
情
報
発
信

を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

定
住
促
進
に
向
け
、
新
婚
世
帯
や
子

育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
。

QAQAQA

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
②
の
推
進
を

町
内
外
へ
流
入
出
車
両
を
減
ら
し
環

境
に
適
し
た
対
応
策
等
の
考
え
は
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
浦
を
含
む
既
存
の

民
間
駐
車
場
を
活
用
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

次
世
代
自
動
車
を
将
来
広
く
社
会
に

普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
の
方
法
、方
策
は
。

国
、
県
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

必
要
な
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。
普
及
は

充
電
設
備
の
充
実
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
方

策
等
に
も
必
要
に
応
じ
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指

し
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
一
段
と
強

化
・
加
速
し
て
い
く
。

QAQA

▲カーボンニュートラル地球温暖化
脱炭素社会に向けた取り組み

森森
もりもり
　　　　靖靖

やすひろやすひろ
広広

議員議員

長長
ながさかながさか
坂坂　　知知

ともやすともやす
泰泰

議員議員
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

①福祉避難所…高齢者、妊産婦等、一般の避難所では生活に支障をきたす人のための特別な配慮がなされた避難所
②防災講演会…東浦町が住民の防災意識を高めるために毎年実施しているもの

語句
説明

安
心
子
育
て
で
き
る
町
を
目
指
す

A 知
多
半
島
、

お
産
を
見
直
さ
ん
？

Qお
産
を
含
め
た
子
育
て
に
お
い
て
地

方
自
治
体
が
広
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

子
育
て
支
援
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
が
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
特
色
の
あ
る
事

業
を
展
開
す
る
の
で
、
広
域
的
に
取
り
組

む
に
は
不
向
き
な
部
分
が
多
く
あ
る
。

町
内
助
産
院
へ
の
委
託
事
業
は
。

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
」「
お
っ
ぱ
い
教

室
」「
パ
パ
マ
マ
教
室
」「
赤
ち
ゃ
ん
と
マ

マ
の
ホ
ッ
と
ス
ペ
ー
ス
」「
赤
ち
ゃ
ん
と

マ
マ
の
ホ
ッ
と
広
場
」「
全
戸
訪
問
事
業
」

で
あ
る
。

QAQA

こ
ど
も
家
庭
庁
が
策
定
し
た「
は
じ
め

の
１
０
０
か
月
の
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
」に

つ
い
て
の
見
解
は
。

保
護
者
や
養
育
者
、
国
、
自
治
体
の

み
な
ら
ず
、
子
ど
も
と
直
接
関
わ
る
機
会

が
な
い
人
も
含
め
た
社
会
全
体
の
す
べ
て

の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
子
育
て

の
主
役
に
な
り
、
子
ど
も
を
育
て
る
時
代

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
う
ら
ら
ん
」を
妊
産
婦
用
の
避
難
所
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
う
ら
ら
ん
」

を
妊
産
婦
用
の
福
祉
避
難
所
①
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

災
害
対
策
本
部
の
代
替
施
設
と
し
て

の
活
用
を
想
定
し
て
お
り
難
し
い
。
指
定

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
で
、
特

別
教
室
等
を
活
用
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
受

入
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

避
難
所
で
産う
ぶ
ゆ湯
を
準
備
で
き
る
か
。

自
治
体
レ
ベ
ル
で
運
用
で
き
る
入
浴

設
備
が
無
い
た
め
、
乳
幼
児
の
沐も
く
浴
を
含

め
、
入
浴
の
準
備
は
困
難
で
あ
り
、
タ
オ

ル
等
で
全
身
の
清
潔
を
保
つ
必
要
が
あ
る
。

QAQAQA

▲知多半島お産マップ（BFF ＠ちた半島提供）

災
害
へ
の
備
え
広
く
啓
発

A 災
害
時
に
も

安
心・安
全
な
ま
ち
へ

Q町
長
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
柱
の
一
つ

で
あ
る「
災
害
時
に
も
安
心
・
安
全
な

ま
ち
へ
」の
提
起
を
早
急
に
求
め
る
。

今
年
２
月
４
日
開
催
の
防
災
講
演
会
②

「
東
浦
町
み
ん
な
で
防
災
」の
講
演
会
は

単
発
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
各
地
区

に
広
げ
、
幅
広
い
層
へ
普
及
し
て
い
く

こ
と
を
望
む
。

講
師
の
近
藤
ひ
ろ
子
先
生
は
防
災
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
講
演
会
だ
け
で

な
く
、
防
災
マ
ッ
プ
の
監
修
や
町
防
災
会

議
委
員
を
務
め
て
い
る
。
今
後
発
生
が
懸

念
さ
れ
る「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」等
大
規
模

自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
引
き
続
き
、

広
く
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
導
入

町
内
一
斉
連
絡
網
の
導
入
の
進
展
を

伺
う
。 

現
在
、
町
内
一
斉
連
絡
網
の
役
割
を

担
う
防
災
無
線
に
加
え
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
町
公
式LIN

E
・
Ｘ
、
ち
た
ま
る
安

全
安
心
メ
ル
マ
ガ
、Yahoo!
防
災
速
報

で
避
難
所
開
設
情
報
等
流
し
て
い
る
。

QAQA

広
報
ひ
が
し
う
ら
の
全
戸
配
布
を

民
間
委
託
で
の
全
戸
配
布
を
求
め
る
。

民
間
委
託
で
の
配
布
は
配
布
率
の
向

上
が
見
込
ま
れ
有
効
な
面
は
あ
る
が
、
多

額
な
費
用
が
か
か
る
。
地
区
を
通
じ
た
配

布
を
行
っ
て
い
く
。

　敬
老
事
業

事
業
の
復
活
を
求
め
る
。

敬
老
会
の
式
典
参
加
者
は
年
々
減
少

し
、「
交
流
の
場
の
提
供
」と
い
う
本
来
の

事
業
目
的
が
薄
れ
て
き
た
。
ま
た
、
社
会

保
障
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
状
況
か
ら

事
業
継
続
は
財
政
的
に
困
難
で
あ
り
廃
止

し
た
。
な
お
、
地
域
と
の
協
議
で
敬
老
事

業
廃
止
に
了
承
い
た
だ
い
た
と
認
識
。

QAQA

大大
おおかわおおかわ
川川　　　　晃晃

あきらあきら

議員議員

山山
や ま だや ま だ
田田　　眞眞

し ん ごし ん ご
悟悟

議員議員
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ
て
進
め
る

A 防
災
対
策
の

充
実
・
強
化
を

Q災
害
発
生
時
等
の
町
民
へ
の
情
報
の

配
信
・
伝
達
の
手
段
方
法
お
よ
び
現
状

認
識
は
。

町
公
式LIN

E

、
登
録
制
メ
ー
ル
、

Yahoo!

防
災
速
報
、
防
災
行
政
無
線
等

を
活
用
し
て
伝
達
し
て
い
る
。
森
岡
台
団

地
や
東
ヶ
丘
団
地
の
一
部
で
防
災
ラ
ジ
オ

が
聞
こ
え
な
い
等
の
意
見
が
あ
る
。

導
入
予
定
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム（
町

内
一
斉
連
絡
綱
）の
内
容
お
よ
び
効
果

予
測
は
。

新
し
い
シ
ス
テ
ム
は
、
現
行
の
町
公

式LIN
E

ア
プ
リ
を
活
用
し
、
登
録
者
に

緊
急
情
報
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
テ

ゴ
リ
ご
と
の
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
届
け

る
仕
組
み
。
今
年
10
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。
受
信
障
害
を

受
け
る
防
災
行
政
無
線
の
代
替
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
情
報
伝
達
へ
の

転
換
を
進
め
る
。

町
広
報
紙「
広
報
ひ
が
し
う
ら
」に
よ
る

情
報
等
伝
達
力
の
充
実
を

広
報
ひ
が
し
う
ら
の
全
戸
配
布
を
。

QAQAQ

民
間
委
託
で
の
全
戸
配
布
は
、
多
額

の
費
用
が
か
か
る
。
全
戸
配
布
す
る
の
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で
町
の
情
報

を
届
け
た
い
。

広
報
紙
の
全
戸
配
布
に
よ
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
住
民
か
ら
意
見
等
が
寄

せ
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

情
報
発
信
は
紙
媒
体
の
み
で
な
く
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
媒
体
や
手

段
を
利
用
し
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ
の
発
信

を
想
定
。
そ
の
た
め
町
公
式LIN

E

の
機

能
拡
充
を
行
う
。
今
後
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
区
実
態
点
検
や
町
長
へ

の
手
紙
等
を
利
用
し
て
住
民
か
ら
の
意
見

を
伺
う
。

AQA

避
難
所
確
保
の
前
提
、
自
助
が
基
本

A 避
難
所
確
保
へ
の見

解
は

Q住
宅
耐
震
改
修
促
進
に
向
け
て

町
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
は
、
令
和

７
年
度
ま
で
の
住
宅
の
耐
震
化
率
を

95
％
、
１
８
２
９
戸
の
耐
震
施
策
が
必

要
と
し
て
い
る
が
、
補
助
額
の
引
き
上

げ
は
。（
令
和
２
年
１
月
時
点
79
．５
％
）

国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
る
。

実
施
要
綱
で
上
限
額
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

町
単
独
で
上
乗
せ
を
す
る
考
え
は
な
い
。

耐
震
改
修
促
進
の
改
善
策
と
し
て
、

町
や
自
主
防
災
会
の
避
難
訓
練
で
講
座

を
設
け
る
取
り
組
み
は
。

自
主
防
災
会
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、

検
討
。

町
公
共
施
設
再
配
置
計
画
と 

指
定
避
難
所

集
約
化
・
複
合
化
さ
れ
る
公
共
施
設

再
配
置
後
の
収
容
可
能
人
数
が
現
在
よ

り
も
減
る
の
で
は
、
と
不
安
の
声
も
あ

る
が
避
難
場
所
確
保
へ
の
見
解
は
。

避
難
所
確
保
の
前
提
と
し
て
、
災
害

時
の
備
え
は「
自
助
」が
基
本
で
、
災
害
が

発
生
し
て
も
在
宅
避
難
が
で
き
る
よ
う
耐

QAQAQA

震
化
や
家
具
転
倒
防
止
等
家
屋
の
安
全
対

策
を
進
め
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。

　
収
容
能
力
確
保
で
は
、
県
有
施
設
や
社

会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
施
設

等
と
も
連
携
・
協
力
を
進
め
、
県
内
外
に

お
け
る
自
治
体
間
の
広
域
的
な
連
携
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
。

各
自
主
防
災
会
と
地
域
の
民
間
施
設

等
が
、
車
中
泊
避
難
場
所
を
確
保
す

る
約
束
や
協
定
締
結
等
行
う
こ
と
は

可
能
か
。

避
難
場
所
の
拡
充
は
い
ざ
と
い
う
時

に
有
効
と
考
え
る
。
今
後
、
各
自
主
防
災

会
と
の
打
合
せ
の
中
で
可
能
性
や
使
用

ル
ー
ル
等
の
課
題
を
踏
ま
え
、
導
入
検
討

し
て
い
く
。

QA

▲事前に避難場所を確認しよう

北北
き た のき た の
野野　　興興

こ う じこ う じ
地地

議員議員

杉杉
すぎしたすぎした
下下久久

く に こく に こ
仁子仁子

議員議員
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